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１　令和6年度の実績

（１）事業実績

（２）管理経費 （単位：千円）

管理運営評価シート（令和6年度）

施設名称 神林総合体育館　他8施設 評価対象年度 令和 年度

指定管理者名 NPO法人希楽々 所管課 生涯学習

指定期間 令和4年4月1日～令和9年3月31日（5年間） 評価者（課長） 平山　祐子

利用実績
利用者数（9施設）：104,276人
スポーツ事業：13事業実施（参加者数：3,176人）

サービス向上の
取組

・幼児から高齢者までが集う事ができる自主事業の実施(シニア健康学校、真向法、笑いヨ
ガ、硬式テニス教室、バドミントン教室、卓球教室・空間、骨盤矯正、ビギナーズフィットネス、
こどもバドミントン教室、トレーニングオリエンテーション、Indody測定、きららJFC、キッズハワ
イアンダンス、キッズチアダンス、ナイターランニング教室、アフタースクール、サマースクー
ル、ミニバスケットボール大会、バドミントン大会、グラウンド・ゴルフ大会、バスケットボール大
会）

区分
前々年度 前年度 当該年度

合計 備考
（4年度） （5年度） （6年度）

収
入

指定管理料 59,850 58,995 57,658

事業収入 983

176,503 基本協定額： 288,807 千円

利用料金 1,683 2,077 2,184 5,944

1,237 1,396 3,616

自主事業収入 5,324 6,556 6,789 18,669

その他 0

収入合計　① 67,840 68,865 68,027 204,732

支
出

人件費 19,194 20,682 22,038 61,914

事務費 1,052 1,159 1,215

福利厚生費 2,655 3,283 3,469 9,407

3,426

管理費 31,169 31,224 29,425 91,818

水道光熱費 12,508 11,145 10,784 34,437

修繕料 1,604 1,619 1,601 4,824

使用料・リース料 2,884 3,263 2,781 8,928

手数料・保険料 92 90 91 273

委託料 14,081 15,107 14,168 43,356

事業費 2,053 2,307 2,558 6,918

自主事業経費 5,006 5,776 6,144 16,926

その他 1,897 2,001 2,258 6,156

支出合計　② 63,026 66,432 67,107 196,565

収支差額（①－②） 4,814 2,433 920 8,167



２　共通評価項目
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（記入者）自己評価…指定管理者　所管評価…施設担当課

評価項目 判断基準
備考

（◎、△、×のときは評価内容、その他
特記事項があれば記入）

公の施設の平等な
利用の確保

事業内容等は、一部の市民や団体に対して、不当に
利用を制限又は優遇するものではない。

社会的弱者の公平利用について、配慮されている。

情報公開、個人情
報保護の取組

情報公開、個人情報保護に係る措置が適切に講じら
れている。（書類の保管、社員への周知等）

情報公開、個人情報保護について、内部規約の整備
や実施基準等が考慮されている。

従業員の労働条件
など法令遵守によ
る管理運営

適切な労働条件や運営体制が確保されている。

関係する法律、条例等を理解し遵守している。

業務仕様書の水準
を満たしたサービ
スの提供

公の施設の管理運営にふさわしい理念やコンプライ
アンスの取組等、透明性の高い運営を行っている。

施設の設置目的を理解し、仕様書に指定された業務
を実施している。

創意工夫による
サービス向上と自
主的な経営努力

サービス向上のための取組を行っている。
スポーツクラブとして様々な方が参加でき
るプログラムを提供している。

利用者の要望や意見を把握し、その対応方法が明確
になっている。

施設やサービスの利用促進・拡大を図るため、適切な
広報や的確な手法を行っている。

自主事業の実施方針及び内容は施設の設置目的を
果たすものとなっており、効果的に実施されている。

経営努力による経
費縮減の取組

安全な管理体制及び事業実施に対して、適切な収支
決算となっている。

縮減の取組がサービス低下につながらず、バランス
が図られた事業内容となっている。

管理効率化等による余剰分を新たなサービス展開に
よる施設効用の拡大につなげている。

新たな収入の創出等、経営の安定化に向けた独自の
取組を行っている。

適正な人員配置や
人材育成の取組

適切な人員や有資格者の配置、勤務体制、労働管理
となっている。

人材育成に対する積極的な取組が講じられており、
職員研修等の人材育成に取り組んでいる。

安定的な財務基盤
による管理運営

指定期間で安定的な管理運営を行う財務基盤を有し
ている。

事件・事故や利用
者への対応

苦情、事故、トラブルを防止するための具体策や対処
方法は適切である。

利用者の安全確保と緊急時の対応・体制は適切に整
備されている。

地域貢献への取組

市内業者の活用や地元雇用の促進など、地域振興に
寄与する事業内容である。

地域と連携した事業の実施や、地域活動への参加等
による地域貢献に取り組んでいる。

地域住民が多く参加できるイベントの開催
や他団体と連携した事業を展開している。

◎：協定等の内容を超える水準で業務を履行している　○：協定等の内容どおり業務を履行しており適正
△：協定等の内容に対し、一部不履行がある　×：協定等の内容に不履行があり改善の必要がある　－：該当なし



３　業務実施上の課題（指定管理者が記入）

（１）指定管理業務実施上の課題

（２）課題解決に向けた取組

（３）その他

４　全体的な評価

・施設の老朽化（アリーナの結露、エレベーター部品が2027年には無くなるため、定期検査が困難になること、柔剣道場の排
煙窓の不良、自動開閉カーテンの不良、野球場のスコアボード、内・外野フェンスの老朽化、プールのスライダーの鉄骨基
礎の老朽化、多目的グラウンド、芝生広場の沈下、体育館玄関ドアの不良など）
・修繕費の不足
・駐車場不足と夜間の街灯不足
・大規模災害時の対応
・スポーツ大会、イベントやその他イベント等の利用希望が市内外から多数あり、調整に苦労する

・外注する修繕をなるべく自主で行うようにしている。外注する修繕に関しては緊急性の高いものから順次修繕しているが、
施設の老朽化が進んでいるため、年々修繕箇所が増えてきていて、高額な修繕も必要となってきている。また、部品などの
価格高騰で、以前取った見積りとの金額の差が生じている。
・駐車場に関しては、体育館周りの駐車場を開放して使ってもらっているが、80台程しか止められない。そのため、体育館と
多目的グラウンドの利用が重なる場合は安全を考慮し駐車規制を行っている。
・街灯不足については、LEDへの変更やそれに伴う工事費用の見積りは取っているが、高額なため手を付けられていない。
・施設の利用調整については、スポ少や法人事業を調整し、平等性を保つため努めている。

①利用者からの主な意見や苦情、対応策

・「除草剤を使うな」と言う意見をいただいたが、その後、バーナーを利用している。
・「駐車場が少ない」と言う意見が多いが、改善センターの駐車場を借りて対応している。しかし、イベントが重なると足りなく
なる。
・アリーナの冷暖房を直して欲しいと言う声も多いが、高額なため直す見込みが立たない。

②その他

（１）指定管理者の評価

・神林総合運動公園、特に神林総合体育館は高速道路とのアクセスが良く、市外の団体や、大きなスポーツ大会等の開催の希望
が多い。
・地域住民も神林地区のみならず、村上市内の子どもから高齢者までが多様な利用が出来るよう、工夫を凝らし事業を展開して
いる。
・体育施設ではあるが、地域行事やスポーツ以外のイベントの開催にも力を入れ、体育施設がスポーツをやらない人にとっても身
近な存在になるよう創意工夫を凝らしている。

（２）施設所管課の評価

施設の老朽化が進み、修理・修繕箇所の増、それに伴う費用の高騰など、課題が山積しているが、創意工夫しながら対応しつ
つ、できる限り自主改善する運営方針は他クラブの模範となると思われる。継続してもらいたい。
利用調整を含め、利用者に対する安全配慮を欠かさないこと、常に誠実な対応を心がけているところは非常に良い。また危機感
を持ちながら運営しているところは評価できる。

（３）次年度の管理運営に対する指導事項等（施設所管課）

引き続き、自主性を持った運営をしていってもらいたい。
施設の限られた範囲で、より多くの人に安全・安心して利用してもらうための努力を惜しまず行っていると受け止める。苦労する部
分もあると思うが、引き続き対応・対策をお願いする。
利用者との良好な関係を保ちながら、適正な施設管理と利便性やサービスの向上に努めてもらいたい。
事業の改善、創意工夫を凝らした事業の企画立案等を行うなど、地域福祉の増進や地域貢献の向上にも取り組んでもらいたい。
新たな収入確保と経費節減に努め、適切な管理運営を行うよう努めてもらいたい。


